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上岡市の新たなランドマーク

常e新橋が開通
千1111川に架かる、 .Iiでは 6番日目崎となる

『常閲新儲』。 常田 ・蛸人地区と小牧地区を結

び、上凹市旧新たな動脈として、世性的な交

通渋滞の解消、 lE・右両保田一体的な発雌を

めざし、平成 7'l'IJtから姐設が噛められてい

た。このほど、r:;!JJ t.rIJ'~ rし、lOrJ2311に凶

通式が行われた。

当日は、関係者による安全祈願、テープカッ

トに引き続き、地元 「市'"獅 fJを先副に 3

組町三世代夫婦、 l山障者、 1島ま勺た，1;1>:のか
たがたが渡り初めをし、交通安全を祈勺た。

全長485m、幅14.5-20.5m。憾の両側に

幅3.5-6.0m白辞退があり、ゆ勺たり散策で

きる。また、福田中央に設置された樋上モニュ

メントからは、おO度目展'11が集しめる.

皆さんも、この広々とした憾の tを、!l>い
て渡勺てみてはいかがだろうか.問事軒々の

景観が皆さんの目を査しませてくれることだ

ろう。

[
教
育
う
え
だ
合
併
号
]

田

「

-

0

4

2

聞

F 

2・

.. 
、園

→ 

。
z 

個

4 

c 

…晶一二一-。
-上回布役所{血串4100)

聞 〈圃刷100)
・市政鍾雷電路岨~お39)
・市敬纏曾FA附田昭賂111)

0 ・市長への竃子〆 ル
m"。バ~city.ueda.nllgll問 m

:t・ィントh は師帥ームページ
開1.tttw.//www，Øty.泊岨崎醐~/

目;x
広報うえだー 1 

情報うえだ 4 

憧瞳ガイド 10 
教育うえだ ー 一 11 



市
制
施
行

ω周
年記

念
式
典
を

4
F
新
世
紀
へ
の
緯
8

日
月

7
日
側、

市
民
会
館
で
市
制
施
行
加
周
年
記
念

式
典
が
開
催
さ
れ
、
市
民
や
市
内
外
の
閥
悌
再
約
1
3

0
0人
が
聾
ま
り
、
節
目
白
年
を
撹
い
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、

v
p
G
k
m混
戸
A
U
削
凶
に

よ
る
「
上
聞
市
歌
の
あ
ゆ
み
」
、
諏
訪
ひ
ろ
み
さ
ん
、

H
2
0
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
ノ
ン
グ
の
彼
露
が
行
わ
れ
、

部
l
部
の
式
典
で
、
市
政
功
労
高

・
功
納

8Mm名
由
説

聴
が
行
わ
れ
ま
し
た
【
畳
軍
高
名
は

6
ペ
ー
ジ
で
制
介
)
。

ま
た
、
地
域
人
物
研
究
明
盟
に
取
り
組
ん
だ
市
内
犯
小

'
E亀

中
学
校
の
代
卓
に
よ
る
『
引
世
紀
へ
の
向
先
山
口
官
」
も

行
わ
れ
、

'rど
も
た
ち
が
「
幻
世
紀
は
れ
八
ー
た
ち
が
が

ん
ば
り
た
い
」
と
立
胃
し
ま
し
た
。
第
2
部
は
、
横
山

庄
治
さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
i
に
、
平
尾
市
長
と
、

姉
昧
都
市
町
鎌
古
市

・
上
館
市

・
出
石
町
の
計
長
を
迎

え
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
「
斬
世
紀
へ
の

地
境
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ

に
、
こ
れ
か
ら
白
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
、
活
聾
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、

4
月
羽
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー

か
ら
、
朗
周
年
記
念
事
重
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
備
し
を

行
勺
て
き
ま
し
た
.
今
睡
も
帯
植
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す

(
次
ベ

i
ジ
書
聞
)
。
骨
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご

書
加
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た

主
な

ω周
年
記
念
事
業

• 
…
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

H

上
回
真
因
ま
つ
り

日

上
回
貝
固
ま
つ
り
か
ら
市
剛
健
属
百
邸
周
年
記
念

日

'mが
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
・
今
毎

umuw・
布

日
鍵憎

mm周
年
を
民
念
し
て
町
同
隊
舗
市
a
g
共演・

日
会
繍
と
な
っ
た
上
回
峨
跡
公
・
、
。
心
爾
街
地
-

H

併
以
多
〈
の
奥
歯
明
書
で
に
ぎ
ね
い
ま
し
和
、

• • • • • 

観光フ河トコンテストの環と

しτモデJv.~会を開催.上図鑑

跡公・ー併で多くのカメラマンが

.膨を灘しみました.

子
ど
も
議
会

女
性
議
会

市
政
や
市
温
金
へ
の
関
心
を
翠
め
て

も
ら
お
う
と
、

7
月
9
自
に
子
ど
も
・

舎
を
‘
問
問
日
に
女
性
鰻
舎
を
開
催
し

ま
し
れ
、

[2) 11.11.16 

創作児寓文学の出版に力を遣い

でZきた小宮山さんの支右作畠を中

央公民鍾に贋示..1281こt:今江得

・さんのIIU賃金る開方、れました.

生
会

・
ス

管
内
化
窓
ィ

・

岨
明
文
作

-
7
た
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、

ル

し
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紀

マ
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パ
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一
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わ
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テ
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、
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行

と
を
闘
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が

川

J
m
さ
ン

幽
方

舗

早

島

千

り

和

シ

「
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で
仙
館
内
，

の
鑓
立
カ

千
曲
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環
境
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ポ
ジ
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ム



今後の
主な80周年記念事業

E
肪
ひ
ろ
み
さ
ん
に
よ
る

a
v

E

 

「
瑠
珊
色
の
街
」

回• -池誼正太郎耳目太平記館1周

年記章時別展「池誼正太郎自彊

画展」

1>とき 12月16日同-1月30
日間 1>ところ 地誼正太郎奥

田太平1，館
圃クリスマスメディアランドイ

ベント

bとさ 12月18日出~同19日
日 bところ メディアランド

UEDA 

市
民
会
舘
ホ
ワ
イ
工
に
は
地
瞳
人
物
研

究
事
業
の
研
究
成
果
が
展
示
さ
れ
た。

:i::ØiíÞ..~!!型空空主主

ロ
t 

m “ 

H
2
0
に
よ
る

「
こ
こ
に
お
い
で
よ
』

• 
1月

・千住真理子ヴァイオリンリサ

イタル

bとき 1月16日田午後2時

- 1>ところ 文化会白

.漬劇公麗「轟l草生きている」

bとき 1月27日同午後6時
四分- 1>ところ 市民会圃

2月

日
士
ム

・
博
一
フ

日郎一
二
ニ
オ

日
勝
フ

日
極
念

日
山
記

世
界
初
人
工
が
ん
発
生
に
成
功

し
た
、
上
図
市
出
身
の
山
橿
"
-
一
一

郎
憎
士
の
功
舗
を
覇
修
し
.
が
ん

予
防
を
権
進
す
る
た
め
、
国
立
が

ん
セ
ン
タ
ー
か
ら

m舗
を
招
い
て

の
嗣
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
.

中
心
市
街
地
を
ま
る
ご
と
樽
覧
会
喝
の
よ
う

に
し
媛
下
町
よ
図
の
歴
史
や
文
化
・
伝
統
の

能
力
を
喬
発
見
す
る
こ
と
で
.
中
心
市
街
地
の

活
後
化
に
鯖
ぴ
付
げ
さ
っ
と
、

2
週
間
に
わ
た
ヲ

て
さ
ま
ざ
ま
な
備
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
.

-上回大橋開通式 ・田道 14 3 

号韓築地下之蝿バイパス供用

1>とき ・ところ 未定

・中村紘子デビュー40周童手配意

リサイタル
bとき 2月8日凶午憧6時

30分- 1>ところ 市民会館

・上田市民俗芸能祭
bとき 2月初日旧午後1時

- 1>ところ 文化会館

.NHK憧鹿フェア (11月21回

収録)

1>蝕眼目 2月24日同午前8時

35分-(N H K) 

.中村直人特別展

bとき 3月8日刷~同23日
同 bところ 山本鼎記章曲

U Jl晶Lるさときゃらばんミュー

ジカル「うわさのファミリー

一憧円由花むこJ
bとき 3月12日但拝桂6時

- 1>とζろ 市民会憧

・信州上回観光フォトコンテス

ト展

pとき 3月17日闘~同21日
伏11>ところ 中央公民館

・ (仮称)川東地区鹿産物組合

軍出荷施往しゅん工式

1>とき 3月下旬 bところ

腫埴

.中央公民館地場イベント

{たこ掲げ大会)

bとき 11月23日凶午睡1時
30舟- 1>ところ 第中学按

世直樹

・(彊称)池謹文学の故郷 ・上回

1>控眼目 11月23日凶午前10時

30分-(テレビ槽州)

・畢観づくり情調会「日本と世

界の自然・人と都市J(瞬師

白旗史朗吉ん) よ田の景観80

遭尭量

bとき 11月25日嗣午櫨1時
30帥- 1>ところ 文化会曲

・軍1固山本鼎版画大賞展

bとき 11月25日同-12月7
日凶 bところ よ田1'1童館

・室賀週泉ふれあい踊そぱ祭り

bとき 11月27日出~同28日
倒午前9時初分- 1>ところ

室賀温車ささらの講

・NHKおじゃる丸ショー

1>とき 11月28日目田拝前1時 ・

午後 1時 1>ところ 市民会館

・上小森林センターしゅん工式

bと吉 11月29日開午前11時

- 1>ところ 冒士山

11月

12月

3月

-南部臨末処理場週水式

bとき 12月1日刷午前10時

- 1>ところ 下之条
・うえだ繍下町映画祭

bとき 12月4日出~問5日

間 (4日午前叩時30分~映
画監苗 ・大林宣置さん出置、 5
日午前10時-) 1>ところ

文化会睡

・うえだ第九特別調費量

1>とき 12月5日間午後2時

- 1>ところ 市民主E
・ 「聞置!r.;んでも鑑定団」出

彊E宝鑑定，n上回

1>肱眼目 12月12日倒正午~

(テレビ惜州)

・県単ふるさと贋遭伊曽山地区

開通式
bとき 12月15日嗣午前10時

四分- 1>ところ 大久保

.<P部電力文化情調書(摘師

平野レミさん)
bとき 12月16日同午後6時

四分- 1>ところ 文化会館
まちじゅう
博覧会

11.11.16 [3] 



• 南部終末処理場の愛称名が

『南部ワリーシパーワ』 12決定 1

11 

z 
『聞。
ヨ

-つ-
1211 1 日に i削1剛悼とはる、下雨語雇主面雇扇]石畳l本語h~Ti市福》リーンパーク J (命名

n 厳削閣さん 下血庇)に決まりました。 r南部クリーンパーク」は、上田rliの耐部に位置

する衡しい処腰掛で、水団揖をよVJに考えた市民に割しまれる施設であ勺てほしも、きれい

伝水でft'1盟なイメージを『クリーン」という言葉で表現し、公闘のようにみん訟が集まり、

裂しくド水過を理解できればとの顧いを込めたものです.15名の週考書且による世帯の柿来、

将来にわたり蛙<rli民に縦しまれるという理由で週躍されました.

なお、量依蝉聾については、 rli内外より 150名のかたから162例の応募がありま Lた.た〈
さんのご応蜂ありがとうございました 冨

』
F
4

。
z 
4 
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お知らせ上
回
創
造
館

η月
の
主
な
催
し
も
の

上
田
創
造
舗

串
山
申

1
1
1
1}

市役所代表電話
回22-41ω
園25-41ω

間

タ
閥
的
、
喫
茶
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

E
問、

砂
/
プ
リ
ン
ト
工
房

〔プ
リ
ン
ト
し

た
い
絵
や
写
真
を
持
q

て
き
て
く
だ

さ
い
て
ゲ

1
ム
大
会
(
参
加
手
続

き
は
当
日
行
い
ま
す
)
、
ロ
L

Z
両
Y
P

2
3
0『

{U
日
出
節
2
部
1
)、
3

り
「
さ
ん
ぽ
」
、
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん

一
日
初
体
験
モ
デ
ラ
デ
ケ
セ
ラ
セ
ラ

で

ゆ

く

マ
定
員

1
2
0名

マ

一
『
3
D
7
1ト
」
の
限
界
に
踏
み
人
勺

入
場
料

i
o
o
o刊
マ

チ
ケ
ッ

一
て
み
よ
う
て

7
ニ
メ
体
験
/
は
な

ト
販
売

H
H
7
日
佃
よ
り
例
泣
館
ま
る
く
ん
を
動
か
そ
う
、
パ
ソ
プ
リ

畳

付

に

て

&

名

刺

製

作

所

(プ
リ
タ
ラ
や
写
点

さ』
・
凧
履

入
り
名
刺
を
作
成
)、
ア
ニ
メ
l
y
ヨ

マ
と
き

ロ
月
幻
日
叩
1
来
年
l

ン
上
映
会

「
セ
ル
画
か
ら
C
G
へ
」

H
H
日
憎
午
前
9
時
1
r
F珪
5
時
(印

節

4
回

『
ト
イ
ス
ト
ー
リ
ー
」

(U

H
m
n
i
l月
3
円
ま
で
休
館
}

マ

u
m午
後
1
時
初
八万
1
3時
)

a
z
 

内
容

肘
州
上

m常
凹
酬
の
凪
示

o 

2・

-
よ
小
地
区
中
堅
作
家

『
ス
プ
ー
ン

の
会
絵
画
展

W
」
(
入
場
無
料
}

マ
と
き

ほ
月
1
日
附

t
同
8
日
剛

午
前
9
時

1
午
後
4
時
加
分
(
量
終

日
は
午
桂
3
時
ま
で
)

-
第
2
土
曜
日
学
習
施
樟
開
政
(
参

.
初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
作

加
無
料
)

り

(定
員
団
名
)

?
と
き
四
月
日
日
出
午
前
9
時

マ
と
き
ロ
月
5
H
m午
陸
l
時

刻
分
』
正
午

マ
内
容

て
ん
び
ん
却
八
万
1
4時
マ

欝

加
賀

1
5
0

の
製
作
(
小
学
校
4
年
開
科

)

マ

0
円

マ
対
最

初
級

E

V
内
容

定
員

初

名

パ
ソ
コ
ン
を
使
う
て
、

円
分
だ
け

・
星
空
コ
ン
サ
ー
ト

〔中
田
秀
一
&

の
オ
リ
ヅ
ナ
ル
年
間
状
を
作
り
ま
す

ユ
ラ
ッ
ク
・
オ
ル
コ

1
ア
ン
デ
ス
の

-
g
豆
E
S
H
ヨ
S
-s

iみ
ん

脅
情

1
)

な
で
サ
ン
タ
に
な
っ
ち
ゃ
お
う

1

マ
と
き
は
月
間
口

ω午
桂
6
時

マ

と
き

同
月
日
日

ω{第
1
部

初
分
1
9時
〈
開
場
午
瞳
6
時

}

正

午

1
午
睦

4
時
刻
分
、
出
2
郎

マ
演
奏
曲
目

イ
ン
カ
の
調
べ
、
白

一
午
陸
6
時

1
v、
回
目
印

H
川
午
州

い
山
総
、
風
と
ケ
!
ナ
の
ロ
マ
ン
ス
、

一
問
時

i
午
睡

4
時
初
分
マ
主
な
イ

も
の
の
け
則

・
と
な
り
の
ト
ト
ロ
よ

一
ベ
ン
ト

フ
リ
1
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
ン

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
U
E
D
A
の

セ
ミ
ナ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
ヘ

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
U
E
D
A
嗣
盟
咽
1
0
0
0
}

電
信
加
入
梅
公
売

を
行
い
ま
す

収
税
標

嗣
刷
骨

5
1
1
7】

市
姫
等
の
滞
納
処
分
に
よ
る
、
電

話
加
入
権
の
公
売
を
行
い
ま
す
。
通

常
よ
り
安
く
屯
話
加
人
権
を
購
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

書
加
く
だ
さ
い
.

マ
と
き

は
月
2
日
附
午
前
9
時

叫
分
i

?
と
こ
ろ
市
役
所
市
庁

骨
5
階
節
3
・
4
会

謙

唱

マ
方
法

純
争
入
札
マ
本
数

吋
日
決
定

(通
市
5
i
B
本
程
度
}

マ
注
意

事
項
入
札
書
加
占
は
、
印
艦
持
番

で
本
人
が
お
錯
し
く
だ
さ
い

(代
恩

人
が
書
加
さ
れ
る
場
合
は
、
本
人
向

唱
の
代
用
人
選
任

M
山
』
と
代
用
人

の
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
)

(4) 11.11.16 

不
川
品
の
唖
踏
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
無
創
刊
の
も
の
の
み
で
す
の
で
、

ご
T
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だ
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い

.q
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H
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す
.
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ス
キ
1
川
比

一
式

(匝
1
7
5

胡

徹

お

個

以
》

マ

開
封
バ
ス

ケ
ヲ
ト
ゴ
i
ル

V
R
し
込
み
式
回

出

E
-与

す
し
ぴ
ん

マ

t

う
た
ん

【6
位
川

内
い
}

マ

そ

ろ
ば
ん

マ
小
学
当
制
叫

{ト
Aeめ
}

マ
柔
道
訓
2
m
(し
人
人
川
}

マ

リ
ヤ
カ
ー

マ
マッ

ト
レ
ス

マ
耳

語
盈
材

マ
足
断
み
ミ
シ
ン

よ図翼図まつリやよ図わっしょいで出演した「江戸塞かっぽれ」の叡宣を聞目隠します.

酵し <1:.閉さん哩促~O 1 291までお問い合わせください.

er
車
問
】

守

歩
行
制

守
双
子
川

ペ
ビ
ー
カ
ー

マ
ペ
ビ
ー
カ
ー

マ

ベ
ビ
1
胆

マ
お
も
ち
ゃ

マ
コ
愉

出

マ
お
ま
る

守
滑
り
台

マ
子

ど
も
川
um外
ブ
ラ
ン
コ

マ
ペ

ピ
ー

か
ご

マ
ベ
ビ
ー
だ
ん
す
マ
ベ
ビ
ー

立
引
い
す

マ
マ

マ
コ

ト

マ
能

川幡随棟

三

崎別式
-
A
1
♂自
動
}

マ

旭

川派
オ
1
プ
J

守
喧
気
ホ

ッ
ト
サ
ン

ド

マ
屯
動
ミ
シ
ン

マ
世
話
機

守
柑
守
需
屯
印
刷
機

マ
オ

プ

ン
レ

ン
ジ

マ
こ
た
つ

マ
加
出
時

守

テ
レ
ビ

マ
ノ
ー
ト州
市
パ
ゾ
コ
ン

開~三ヨ.. 15司F司E面~:lIドマUI巨有面白'... "tti圃



市制施行80周年
記念植樹

10月26日、市観l施行田周年を記

重して.上田市自治会運会主によ

る配意福岡が行われました.

当日1<1&.17名が代表で奉加し

上回蝿跡公園内に「ソメイヨシノ」

の値樹を行いました.

り
会

づく

相
桜
担
当
者

弁
護
上
、
中
小
企
業

詰
断
上
、
位
理
士
、
司
法
書
士
、
行

政
書
士
、
不
動
産
援
定
士
、
土
地
家

屋
調
査
士
、
特
許
官
理
士
、
宅
地
組

物
取
引
主
任
者
、
関
陣
官
庁
担
当
者

江
ど

「な
ん
で
も
相
麟
目
』
を

開
館
し
ま
す
(
栂
畿
料
無
料
)

よ
図
商
工
会
陵
商

耐
窃
4
5
0
0
)

日
ご
ろ
抱
え
て
い
る
経
営
上
旬
悩

み
怠
ど
、

内
科
に
応
じ
て
専
門
家
が

相
談
に
あ
た
り
ま
す
。

法
印

・
年
金
な
ど
、

一
般
市
民
の

皆
さ
ん
も
相
肢
が
畳
け
ら
れ
る
コ
!

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
償
金
に
ぜ

。
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

マ
受
付
期
間

H
H
4
日
醐

1
来

マ

と

き

ロ

刀

l
H刷
午

前

川

時

句

l
月

4nω
マ
受
験
資
格
日

1
午
桂

4
時

マ

と
こ
ろ

上
問
問

組

以

t
げ
歳
本
湖
の

m
pで
中
学
校

工
会
疏
所

5
附
ホ

1
ル

マ

相
敵
内

-
本
軍
占

(本
車
見
込
み
を
企
む
)

容

続
官
、
金
融
、
法
体
、
担
積
、

一
マ
鼠
験
日

来
年

l
H
5
H
嗣

マ

労
働
、
労
務
、
勾
金
、
不
動
産
、
畳

一
そ
の
他

畳
験
料
無
料
、
人
隊
桂
は

氾
、
特
許
、
求
人
、
求
職
な
ど
マ

一
衣
貴
住
情
軒

・
完
全
週
休

2
日
制

11月25日(木)午後11時30分~
上田市文化会館ホール
上1II，Ii/lll，Ii最観賞事彰式
~r上IIIの最観回避」 の発JJ.
③上111由民観を考えるrlまーほの会」自発JJ.

④講前

テーマ『日本と世界の自然 ・人ど都市』
しら闘し日

間師 山岳写真家 白旗史朗さん

固とき
.ところ
・内容

[81師略歴1
19出陣 山集制徴まれ.

1951年前I:lltの'J.tl草岡m紅陥氏に舗'~.
1958JI' 7'とはる.
19621" 1]1 1íi'J. tt家として独立ïI. ~o

llll言、HU::主体に自然風鈎

内外嵐S提唱fJa1量発..."'，互に至る
19前年からa・1¥.を"め各地'E-.tHi・...取材
1977年 目 ""JJ(~白金賞受賞

"J1Uif-η氏集む多段聞自由・出版.

[主な著書・写真鍋]
r，句アルプス」川邑雌fわが耐アルプスJr前 1:IIUf地欄幻悠Jr北アルプスJ
「名飾 U~ドアルプスjf ，ョ -0 ，パ 7ルプスJr. パールー ヒマラヤjほかg匹
敵 IIU'L作品:.r~梅に1%J:thJI:l"平成12俸の年賀t誌が舎に際111されました.

「
要
介
護
認
定
」

つ
て
な
に
?

jjt観u!聾剖! (1lI!f~5 4 30) 

-
要
介
竃
認
定
の
申
情

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
則
す
る
に
は
、
市
へ
中
間
を

L
E介
選
認

定
を
畳
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
.
市
で
は
来
年
4
月
の
制
度
開
始
時
か
ら

す
ぐ
に
サ
ー
ビ
ス
白
川
蝉
供
が
行
え
る
よ
う
に
、

m月
か
ら
型
介
雄
也
定
の

巾
訪
畳
け
付
け
を
始
め
て
い
ま
す
。

-
要
介
櫨
館
定

型
介
護
認
定
と
は
、
巾
請
者
が
介
撞
や
立
慢
が
必
聾
な
状
態
に
あ
る
か

ど
う
か
、
ま
た
ど
の
ね
山
由
介
讃
が
必
躍
な
の
か
、
訪
問
削
有
や
か
か
り

つ
け
医
由
意
見
轡
を
も
と
に
審
亮

・
判
定
す
る
も
の
で
す
.
 

.
 介
謹
偲
定
審
査
会

こ
の
審
査

・
判
定
を
行
う
の
が
保
健

・
医
線

・
福
祉
の
専
門
家
や
学
説

H
R
験

E
な
ど
で
情
成
さ
れ
る

「
介
護
認
定
審
先
企
」
で
す
。
上
小
地
岨
で

は
こ
白
事
長
会
を

「
土
問
地
峻
広
域
迎
合
」
で
設
置

・
連
世
し
、
公
平
な

審
車

・
判
定
の
た
め
統
-
し
て
行
令
て
い
ま
す
。
官
夜
会
は

H
叫
か
ら
金

曜
の
毎
日
聞
か
れ
、
別
人
白
委
員
が

5
人

I
組
と
な
り
克
代
で
審
査
に
あ

た
り
ま
す
。

-
認
定
結
果
通
知

介
護
の
必
要
な
限
度
に
よ
う
て

「
聾
支
岡
山
」
か
ら

「
要
介
週

l
l
E介

磁

5
」
白

6
段
断
と
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
川
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
』
諒

河
」
の
う
ち
か
ら
、
い
ず
れ
か

一
つ
の
認
定
結
果
に
よ
り
巾
制
占
に
通
知

し
ま
す
.
こ
白
認
定
は
原
則
半
年
ご
と
に
中
訓
告
し
状
態
が
変
わ
勺
て
い

な
い
か
見
直
さ
れ
ま
す
.
ま
た
急
に
状
態
が
変
わ
っ
た
場
A
H
な
ど
は
、
半

年
た
た
な
く
て
も
中
制
す
れ
ば
認
定
の
や
り
は
し
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
固
ま
た
認
定
結
晶
に
不
服
の
あ
る
場
A
H
も
、
県
議
巾
し
立
て
が
で
き
る

こ
と
に
な
ヲ
て
い
ま
す
.

-
問
い
合
わ
せ

介
護
保
険
諜
(
岡

@
E
2
4
6
)
、

F
E
m
-
-
P
E閃
O
Z
Zロ
⑧
巳

ζ

E
E
E昌
一
言
。
】
豆
、
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
う
え
だ
関
連
情
報
(
圃

@
8
8

B
B
コ

ド

恥

4
2
0
)
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ヲ
ト
ホ

1
ムぺ
l
ジ
(
吉
右

¥
¥老
電
話
巴
若
宮
骨
量
官
ョ
。
吉
¥
冨
高
。
r。
宮
口
¥5
色

Z
E
E
-)

.問い合わせ

pとき 11 n 270 U:)'f前8時胡分~午後 II.~ t>停止システh. ~ド/"i 鯛庖館 ヒ111駅の住民票等自動交付桜、 公

共紬説家内 予約γステム、開~I~館情報ネ ッ トワーク 「エコールJ、 SARUTOBI クノの繍..椴
圃問い合わtt tnftH帳道線 (置陣82 4 1 ) 
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日
月
7
日
、
上
田
市
功
労
者
・
功

鮒
者
表
彰
式
が
市
民
会
館
で
行
わ
れ
、

次
の
朗
人
の
か
た
が
受
話
さ
れ
ま
し

た

(敬
称
略
)。

-
功
労
者
表
彰

(
羽
名
)

マ
飯
島
正
一
(
邸
歳
・
丸
掛
)

マ
飯
塚
和
陸

(回
歳
・
上
市
凹
)

V
石
井
昭
平

(臼
成
・
材
木
町
〕

マ
大
石

治

(布
歳
・
松
尾
町
)

マ
金
井
普
チ

(邸
歳
・
緑
が
丘
北
)

マ
木
村
郁
夫

(η
歳

・
般
冶
町
)

4
人
が
栄
え
あ
る
受
章

政
府
は
、
平
成
U
年
枇
の
叙
勲
お

よ
び
褒
章
受
章
者

(日
月
3
日
付
け
)

を
発
表
し
ま
し
た
。
上
回
市
で
は
、

次
白

4
人
の
か
た
が
畳
草
さ
れ
ま
し

た
(敬
称
略
)。

-
勲
四
等
瑞
宝
章

マ
三
浦
幸
践

(刊
歳
・
大
屋
)
元

公
立
高
等
学
校
長

・
勲
五
等
瑞
宝
章

マ
伊
藤
正
般

(花
歳

・
下
之
郷
)

保
設
司

マ
仲
円
四
時
子

(
制
歳

・
鈴
子
)

日
本
助
産
師
会
長
野
県
支
部
長

.
黄
綬
褒
章

マ
大
久
保
城
見

(句
歳

・
大
臣
)

元
上
小
木
材
協
同
組
合
理
事
長

M

四
人
が
崎
れ
の
受
章

マ
久
保
田
昭
一一

(η歳
・
下
室
賀
)

マ
小
池
と
く
よ

(ω歳
・
新
旧
)

マ
小

林

茂

(印
歳
・
北
市
田
)

マ
近
藤
敏
子

〈回
歳
・
鎌
原
)

マ
酒

井

樹

(回
歳

・
大
量
)

マ
嶋
村
寓
郎

(刊
歳
・
生
塚
)

マ
帯
原
忠
生

(臼
歳

・
上
温
尻
)

マ
指
揮
正
二

〔邸
歳
・
生
塚
)

マ
竹
内
徳
足

(印
歳

・
上
沢
)

マ
竹
下
悦
男

(制
歳
・
山
間
)

マ
堂
野
忠
司

(均
歳
・
原
町
)

V
初
鹿
間

子

(
関
歳
・
鎌
原
)

マ
制
在
』
幸
子

(河
歳
・
路
入
)

マ
保
屋
野
甲
和

(師
歳
・
保
野
)

マ
松
原
典
夫

(口
説

・
馬
場
町
〉

マ
宮

坂

厚

(明日歳

・
霊
宕
町
〉

マ
宮
下
美
生

(引
歳

・
下
紺
屈
町
)

マ
宮
応

一
郎

(的
成
・
下
背
木
)

マ
矢
印
附
八

(印
歳
・
久
保
林
)

マ
柳
原
節
子

(
回
歳
・
踏
入
)

マ
山
退
美
喜

(印
歳
・
踏
入
)

マ
山
本
や
め
さ
枝

(乃
歳

・
中
古
田
)

マ
横

様

智

(臼
歳
仲
畑
)

マ
米
津
福

一
(
臼
歳

・
北
常
田
)

.
功
績
者
表
彰

-
自
治
功
績

(8
名
)

マ
池
内

一
夫

(剖
歳
御
所
)

マ
石
川
美
和
子

(防
歳

・
緑
が
丘

北
)

マ
一
之
瀬
普
雄

(曲
歳
・
材
木
町
)

マ
邸
入
公

(花
歳
・

三
好
町
)

マ
杉
崎
茂
次
郎

(剖
歳
・
町
吉
田
)

マ
丸
尾
口
升

(付
加
歳
・
上
川
原
柳
町
)

マ
水

野

信

(剖
歳

・
神
畑
)

マ
宮
原
長
一
郎

(剖
歳
・
丸
楠
町
)

・
教
育
文
化
功
績

(
叩
名
)

マ
飯
塚
純
子

(引
歳
・
新
田
)

マ
石
井
益

一
(邸
成
・
半
過
)

マ
市
村
丈

一
(
回
歳

・
下
紺
屈
町
)

マ
大
容
晃

一

(ω歳
・
横
町
)

マ
笠
原
世
馬
子

(印
歳

・
中
市
凹
)

マ
金
井
邦
雄

(礼
歳
・
岩
下
)

マ
河
原
み
や

(田
歳

・
下
市
田
)

マ
久
叫
浩
美

(河
歳
・
瓦
田
町
)

マ
小
品
畠
二

(
印
歳
・
小
泉
)

マ
小
林
次
男

(拘
歳
・
緑
が
丘
)

マ
坂
口
嘉
正

(
m
m
歳

・
中
宮
間
)

マ
回
中
袈
裟
雄

(印
歳

・
中
之
条
)

マ
内
藤
尚

(初
蔵
・
末
広
町
)

マ
早
川
千
賀

(臼
歳
上
市
田
)

マ
脱
揃
幸
男

(何
故
・
大
陸
)

マ
柳
滞
暢
宮

(印
歳
・
下
町
制
)

マ
柳
沢
守
彦

(門
別
様
・
材
木
町
)

マ
湯
本
消

(白
歳
・
御
所
)

-
社
会
功
績
〈
辺
名
)

マ
荒
井

一
男

(創
成
・
持
場
町
)

マ
井
山
久

(礼
歳
・
笹
井
)

マ
荻
原

一
良

(花
歳
・
緑
が
丘
)

マ
片
岡

一
雄

〔花
成

・
新
田
)

マ
加
藤
友

一
(制
歳

・
鷹
匠
町
)

マ
蔚
海
附
次
郎

(百
歳

・
上
市
田
)

マ
沓
掛
喜
八

(句
歳

・
下
甑
尻
)

マ
小
林
世

一
(印
歳
・
鷹
匠
町
)

マ
小
宮
山
首
雄

(初
歳
・
上
常
国
〉

マ
間
消
子

(
引
歳

・
城
北
)

マ
龍
野
雪

(問
歳
・
右
神
)

マ
稲
田
満
洲
雄

(印
歳

・
下
本
郷
〉

マ
砥
石
亦
磁

(肝
歳

・
川
原
)

マ
内
藤
生
子

(
引
歳
・
上
川
原
柳

町
)

マ
中
村
今
朝
雄

(飢
鵡
・
赤
坂
)

マ
松
尾
部
三

(
花
歳

・
原
町
)

マ
丸
山
掛
兵
南
(
刊
歳

・
櫛
町
)

マ
三
石
千
代
子

(η
成

・
下
紺
屋

町
)

マ
宮
ぬ
満
里
子

(百
歳

・
北
大
手
)

マ
山
透
綾
子

(引
歳

・
野
竹
)

マ
矢
幡
た
ゐ
子

(π歳
・
上
本
郷
)

マ
若
林
良
子
〔
引
歳

・
馬
場
町
)

.
産
業
功
績

(
団
名
)

マ
背
応
政
江

(白
抜

・
御
所
)

マ
今
升
英
治

(ね
歳
・
越
戸一)

マ
大

啄

畳

(η
歳
・
福
田
)

マ
大
村
博

一
(釘
故
・
梅
野
町
)

マ
押
金
敏
夫

(η
歳

・
下
背
木
)

マ
鎌
政
祐
幸

(百
歳

・
大
場
)

マ
坂
田

章

(叩
歳

・
柳
沢
〕

マ
滝
部
位
二

(印
歳

・
新
町
)

マ
竹
内
陣

〔臼
歳

・
北
市
田
)

マ
問
中
幸
一

(臼
歳

・
中
之
条
)

マ
平
塚
正
敬

(邸
歳

・
神
畑
)

マ
名
取
守
二
郎

(伺
歳
・
下
房
山
)

マ
古
海
蝦

一
(
臼
歳

・
神
畑
)

マ
松
部
量
平

(
聞
説
・
大
昆
)

マ
松
本
長
吉

(
拓
哉
・
染
鼠
)

マ
宮
下
邦
子

(位
歳
・
新
聞
)

マ
棚
沢
光
雄

(ω歳
・
三
好
町
)

マ
山
崎
盛
到

〈印
歳

-
E品
)

-
問
い
合
わ
せ

臨
苫
諜

(圃
⑫
3
4
3
5
)

昨
年
、
た
い
へ
ん
好
評
を
い
た
だ

き
ま
し
た

「
環
境
保
全
型
股
業
実
証

試
験
阻
」
を
本
年
も
引
き
続
き
日
士

山
地
区

(東
山
段
地
造
成
地
内
)
に

設
置
し
ま
し
た
。

環
境
保
全
型
段
業
と
は
、
股
業
の

良
い
而
(環
境
を
守
る
機
能
)
を
仲
ば

し
、
思
い
面
(事
す
ぎ
る
段
車
の
使
用

帯
)を
減
ら
し
て
、畜
産
た
い
肥
を
ベ
ー

ス
に
し
な
が
ら
生
ご
み
を
混
ぜ
合
わ

せ
、
た
い
肥
に
し
て
地
域
由
民
地
に

還
元
し
、
元
気
な
野
菜
を
地
域
に
流

通
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

-
収
種
祭
の
開
催

マ
と
き
日
月
幻
自
由

-m日
間

午
前
凶
時

(雨
天
決
行
)

マ
と
こ

u
 

ろ

塩
川
官
士
山
地
区
試
験
岡
場

マ
内
容

野
菜
〔野
沢
菜

・
大
拙
等
)

の
前
取
り
販
売
マ
持
食
品
明

包
丁
・

野
栗
東
ね
ひ
も
・
軍
手

-案内図
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.12月の粗大ごみ回収日
12月18日出・-クリーンセンター駐車場
回収時間は午前10時~正午。処理費用(実費)がかかります。



ω俊
一

回

融

一

初

剛

一

月

明

一

1

1
一

現

-

1

1
』

隈
・

一

期

4

納

一
税
一

納
一

の

」

月今
，

5削

便利で碕実在口座獲替のご利用を

テレホンガイドうえだ関連情報

(fiID$ 8 8 8 8コードNo.27 9) 

!lij 
市
営
住
宅
白
人
偶
者
を
募
集
し
ま

す
。
ご
骨
望
白
か
た
は
景
観
鴎
築
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
.

マ
募
集
団
地
市
首
位
官
全
般

二

部
開
地
を
除
く
】
マ
受
付
期
間

日
川

nnω
ー
は
月
3
日

制

マ

申
し
込
み
品
川
槻
山
第
諜
市
官
住
吉

悟
へ女

性
海
外
研
修
嘗
加
者
に

補
助
し
ま
す

企
画
恨

嗣
拙
W
5
1
t
2
v

マ
応
募
資
格
平
成
日
年
度
中
に

要
項
等
に
作品
づ
く
海
外
研
修
に
診
加

し
た

(す
る
)
主
性

(量
件
。
研
瞳

期
聞
が

7
日
間
以
上
。
他
間
体
か
ら

補
助
を
受
け
て
い
な
い
.
過
去
に
研

惇
目
的
白
補
助
を
畳
け
て
い
な
い
)

マ
補
助
金
額

研
修
費
用
の

3
分

の
l
以
内
で
、
同
万
円
限
度
マ
補

助
対
象
人
数

3
名

マ

申
し
込
み

ほ
月
l
日
嗣
か
ら
来
年
!
日
剖
H

仰
ま
で
に
、
企
画
現
主
性
政
軍
相
当

へ

〔耶
州
問
い
合
わ
せ
必
聾
}

長
野
地
五
法
勝
ぬ
と
上

m市
の
人

備
機
種
蚕

H
協
疎
会
で
は
、
特
批
判

談
所
を
州
投
し
ま
す
。
相
峰
は
輔
料

で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
お
気
経

月の相談

受付は

生活環境課
{本庁舎 1階〉

S礎

験
厳
際

細
細
飯
綱

民
事
盤

通
市
交
女

海相
C予約・，)

土処建 物相飯

法

社会福祉箇緩会
(D@8080) 

B礎

敵

人権・悩みごと相自慢

a地問阻相般

談

心 E ごと繍畿

網

相

相

子

政

2・児

母

行

子育て支媛セ yター
南郷保育園内相談室

(曾@30 9 6) 

児

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
a

マ
相
般
内
容

相

続、

土
地
、
同
副

問
題
、
結
婚
、

い
じ
め
、
体
制
な
ど

信

一

喝

国

タ

容

「軒
そ
ば

・
き
の
こ
ご
飯
、
そ
掴
淘
ン

ば
す
い
と
ん
販
売
」
「
段
仲
庫
物
事
畑
一

γ縮
問

販
売
」
「
そ
ぱ
打
ち
体
験
〈
両
日
と
臨
ブ
緬
ン

回

一
上
ピ

も
午
前
に
実
施
。
定
日
各
先
着
却
阻
コ
〈
ツ

胡

A
ふ
ヨ

名
。
書
加
軒

〔入
浴
料
含
む
〕

2
出

お

シ

0
0
0
円
}

マ
モ
ぱ
打
ち
体
験
申
岨
一
山
1
閣

し
込
み

世
話
で
段
林
限
へ

O
J
隆
お

酷
ヨ
一
し

ト
晶
主
m
m
必
J

副
司
川
川
剖
剖
引

l
榊

1
山
酷

直
亮
爾
閉
居
植
へ
畠
出
か
廿
〈
だ
害
い

広
信
図
上

r
E
E
E
E
E
E
E
E
!
1
ll
!
i
l
it
-
-l
下
和
よ
コ

1
l
i
l
-
-
J
凹
劃
割
引
む
判
官
ヤ
ス

bv
友
ツ
ヤ

い
M
閣
は
悶
晴
浸
問
岡
崎
は
ほ
戸
川
西
マ
ジ

マ
と
き
ロ
月
5
H
m午
前
9
時
惜
世
世
世

回
目
白
日

:

マ

と
こ
ろ

J
A
m州
う
え
だ

4n沼
田

艶
唱
支
所
お
よ
び
股
村
崎
境
故
田
セ

問
調
調
調

ン
タ
1

マ
内
容

①
午
前
。

も

ち

.

っ
き
、
そ
ば
の
無
料
サ
ー
ビ
ス

②

程

低
凸

午
睡
消
防
苛
査
隊
前
書
会
、
講
演

咽一一

ι比

企

マ
そ
の
他

溝
型
事
加
者
に

即

削
酬

は
地
元
女
性
部
手
作
り
の
お
や
き
を

旬

割
バ

サ
ー
ビ
ス
し
ま
す

ル

丸山叫

ク
同っ

園
開
仲
山
市

首
珂
伝
幽

，‘
昔、

午
ル

正
ア

崎
割

前
管

午

出"山由“
v

帽
師

町
駅

回
目
録
掛省

ところ

川西公毘館

温図伝作促進
研修センタ

育曜所南庁舎
6階

農村環後
il1・センタ

-人権樹齢日程

とき

1羽 6日聞一
午前10崎~
午後 38
12月7目
午前10跨~
午後~3 lIi 
12月8目
午前10筒~

Y話Z晶
午後 1崎~

d時

内
情
賀
温
品
ふ
れ
あ
い
軒
そ
ぱ
祭
り

で
お
い
し
い
新
そ
ば
や
、
き
由
こ
ご

飯
を
味
わ
。
て
み
ま
せ
ん
か
/

マ
と
き
日
月
幻
日
出

・
同
施
日

脚
午
前
川
時
1
午
睡
2
時

マ

と

こ

ろ

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
揚
マ
内

川

γ
成
9
句

6
Hに
オ
ー
プ
ン
し
た
、

「省
担
幽
泌
さ
さ
ら
の
掛
』
の
利
川
占

融
が
同
月
四
日
に
田
万
人
を
突
破
し
ま

し
た
.

配
立
す
べ
き
珂
万
人
口
は
、
常
般
別
減

の
港
町
け
さ

F
さ
ん
.
そ
の
制
後
の
宮

沢
正

一
さ
ん

(丘
加
】、
宮
沢
H
去
さ

ん

〔F
市
町
〉
と
と
も
に
く
す
玉
を
捌

り
、
加
雌
助
世
か
ら
記
念
品
が
閉
止
さ

れ
ま
し
た
・

[7] 

『室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
混
』

刑
問
蓄
が
印
万
人
巴
1

11.11.16 



上国市制施行80周年記念

千住真理子デビュー25周年記念ヴァイオリンリサイタル
t入場料{主席自由)

平成12i芋1月16日(目) 古川時一般2.500~1、市民生以下l 瑚円
午後2時{開楊 午後1時30分} 吋日静 一般3.∞Ojq、高校生以下2.0凹円

上回市文化会館 bチケット取り級い 靴蛸師、平安堂上

111応、ジャスコ上 IJII~i、上IlI rlï民会館、上田市

文化会館、各公民館(阿郷、埴i旬、上野が丘、

塩IH、111両)、市立時物館、 fJ漉l草分寺買料館、

rfj立悶』館、教育聾日会文化諜 (~5 102 )

日時
開演

会場

b演奏内容 デビュー1111から15歳最年少で日本

背輩コノクールに恒睡したi刷、作曲家町兄・ '91

氏との初共出1111など bピアノ伴奏 藤井一興

版
画
年
賀
状
作
り
教
室
開
催

山
本
側
記
念
館
嗣
阻
刷
骨
2
6
8
3}

木
版
画
を
小
心
に
、
購
刊
か
ら
畳

珊
占
の
年
賀
状
の
必
出
現
枚
数
を
刷
り

上
げ
ま
す
。

マ
と
き

U
月
幻
自
由

・
ロ
月
4

日

ω
・U
M
M
w
q前
9
時

1
午
桂
4

時

守

と

こ

ろ

山
本
山
記
念
館

守
摘
師

伺
州
版
刷
協
会
上
小
支
部

員

・
秋
山
同
校
さ

ん

守

会
費

1

5
0
0刊
(
H

材
料
貸
)

マ
申
し
込

み

日

月
お
日
制
ま
で
に
m
世
話
か

F

A
X
で
山
本
山川
記
念
館
へ

-
市
外
に
居
住
の
か
た
は
ご
連
絡
を

市
で
は
来
年
1
月
叩
日
冊
目
成
人

の
日
(
祝
日
}
に
成
人
式
を
行
い
ま

す
。
今
回
は
、
附
利
剖
年
4
H
2
日

か
ら
附
和
邸
内
4
月
l
H
ま
で
に
生

ま
れ
た
か
た
が
対
量
で
す
。
上
岡
市

に
H
民
覗
録
し
て
い
る
か
た
に
は
、

年
内
に
車
内
状
を
お
送
り
し
ま
す
が
、

学
生
な
ど
で

k
川
市
外
に
住
民
在
踏

を
し
て
い
て
、
家
肢
が
上
則
市
に
住

み
、
成
人
式
に
出
席
を
希
望
す
る
場

合
は
、

U
H
M
日
幽
ま
で
に
生
館
学

習
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

-
成
人
式
申
会
場

中
学
校
に
あ
わ
せ
地
域
ご
と
に
、

次
白

4
会
場
で
行
い
ま
す
。

会11

主化センターー
ホール

凪村環境改普
センター

上回創造鎗
ホール

生
涯
学
司
市
民
大
学
公
開
傭
座

『身
近
な
環
境
情
座
』
情
潰
会

上
野
が
丘
公
民
館
嗣
$
0
8
5
9)

マ
と
き
ロ
月

4
日

ω午
桂
l
時

卯八万

1
3時
羽

骨

マ

と
こ
ろ

上

野
が
丘
公
民
館
マ
演
題

自
然
が

つ
く
る
地
域
の
豊
か
さ
マ
講
師

藤
原
俊
六
郎
さ
ん

〈神
街
川
良
車
総

合
研
究
所
)

守
入
場
料
冊
料

マ
と
き
陀
月
4
日
出
午
碇
l
時

加
分
5
3時
初
八
万
マ
と
こ
ろ

城

市
公
民
飢
マ
演
題
車
庭
か
ら
の

地
時
環
境
マ
踊
師
池
川
こ
み
ち

さ
ん
(
環
境
総
合
研
究
所
副
所
長
、

モルティ温図
(J A) 

環
境
庁
同
立
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
講

師
、
相
品
大
学
非
常
勤
講
師
}

マ

入
場
料

構

軒

マ

申
し

込

み

日

月
お
日
附
，B
羽
田
切
に
、
危
語
で
域

南
公
民
館
へ

「地
わ

i蟻
か邑

;1喜重
量l古E

I I~ 

①

『
"
食
“

の
ま
ち
づ
〈
り
よ
図

白
書
物
を
つ
く
ろ
う
l
』

マ
と
き
は
月
M
H刷
午
桂
7
時

i
B時
却

分

マ
と
こ
ろ
中
央
公

民

館

マ

講
師

軒
理
研
究
車

・
若

林
仏
岨
さ
ん
マ
霊
前
科
槽
料

②

『
ど
う
な
る
介
瞳
保
険

実

施

ま

で
あ
と
わ
ず
か
1
」

マ
と
き
は
月
l
日
刷
午
睡
7
時

1
8時
初
八
万
マ
と

こ

ろ

中
央
公

民
館
マ
発
表
者
介
護
保
険
諜
・

岩
合
課
長
補
佐
、
上
田
地
域
広
域
迎

合
総
務
疎
・
腰
際
主
査
、
上
田
市
社

会
福
枇
協
議
会
介
護
サ
ー
ビ
ス
課

・

官
之
上
課
員
守
受
鶴
料

情
料

・
申
し
込
み

①
、
②
と
色
中
央
公

民
館
へ
。
当
日
書
加
も
可

守
コ
え
だ
『
第
九
」
の
会
》

『節
九
』
鴇
別
潰

奏
会
開
催

う
え
だ
『
鯨
九
」
の
会
寧
務
局

嗣
咽
申

3
3
3
3
)

マ
と
き

U
月
5
日
側
午
桂
2
時

1

(開
場

午

睡

l
時
羽
分
)

守

と
こ
ろ

上
則
市
民
会
館
マ
指
揮

[8] 11.11.16 

クリスマスコンザ』卜
12月11日出 午後瞬間潰

問問烹旧制館内舗'リ日ト州
t酒量 アンサノプル ・フィオレ 村上あ

凪・・幽・白血諭圃 ゆJ.! . 点) 1世.~( (ヴァイオリノ〉、 O:Jllt且正

子 (ヴィオラ) t曲目 クリスマスメドレー、スコットランドフィ

ドルメドレ一、 2つのヴァイオリ Jとヴィオラの為の 「トリオ」よ

り ほか b入湖科 目。円 t定員 25名〔先着順) t申し

込み 111122日開hから文化聾 (個見事51 0 2)で受11付けます.

日
開
健
(
昨
品
交
曹
楽
問
苛
事
監

督
)

マ

オ

ケ

ス
ト
ラ

昨
埠
主

響
楽
団

マ
ソ
リ
ス
ト

滞
畑
恵
美

(
ソ
プ
ラ
ノ
)
、
秋
草
事
イ

(
ア
ル
ト
)
、

福
井
監

(
テ
ノ
ー
ル
)、
稲
山
明
也

(ハ

ス
)

マ
吉
唱
う
え
だ

「
第

九
」
の
会
合
唱
団
マ
入
場
料

前

必
り
事

-
般
3
0
0
0円
、
小
中

学
生
2
0
0
0円
、
当
日
晶

一
般

3
5
0
0
円
、
小
中
下
生
2
5
0
0

円
マ
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い

琴
光

立
軍
器
問
、
上
山
市
民
会
館
、
九
子

町
文
化
合
郎
、
京
市
町
文
化
会
館
、

う
え
だ

「
郎
九
」
の
金
引
務
川

(上

岡
市
中
山
2

8

U

伊
雌
閥
会
本

社
内
)



60名 {定Uになり次臨輔め切ります) 1>書加料

6瓜)()!'l I>，*，し込み 12月24日幽までに奮!JI料を添え

て体作諜へ

スキー桂術の制仰と且"，1正しい臨間生活の体験を目的

に、小学校6年生を対象とした初級膏スキー誼室を闘訓

します.

bとき平成12年 IJl4日出-6日制 bところ 崎

町原スキー場 (制泊先調車1'1句ーの車) 1>対車市内

小学校の 6匂生で県!羽生活のできる心身Jtに健康な児童

1>情師 令日本スキ i虫盟公認指線且 1>定員 100 
~ 1>.参加料 12.0曲川 (克過盟、而目的問、リフト代、

蝉険料紅ど) 1>申し込み 世聞はがきに 「①民名②止

勾H日③性別@学校名⑤住所⑥電話番fml敏室期間中の

揖1LRi虫絡先⑧掛t耳打f氏名、押印」を記入のうえ、 12月3
u<<泊必iI1で〒犯6叩251::JOIli天神 2-4 -74 上聞r!I敏

千f聾比企体行限にお巾し込みください。患悲支ま忽込主

製主£投却お岐阜匁汲ZLl1lし込材には後日、奮

JlI・不1i>!JIの.i!I!鈴をします.1i>IJI宥は、 12月17日出まで

に昔帥I軒を体汗様までご持容〈ださL‘o [>iiJ軍事項

貸スキーの爺盟布は体ff理でまとめて，pし込みをします.

S加料を持怠するときに、身民 体'if{・靴のサイズをS駐
留のうえrpし込んで〈ださL、

小学生初級者スキー教室

体育幌 国防51 0 5 

第 1園小学生ドッジポール大会

bとをき 平底12'1'2 J'J27日1m 1>ところ 自然運動公

l倒体行~ì 1>対量 市内r医学の小学校3年生-6年生の

出火 1>#加料 1チーム 5001'1 1>競撞種目 小学世

3句一生と 4年生で組成した男女の部、小学控5年生と 6

句生で編成した9JJ<の伺I(!チームは監傍 l名、 iE週干

12.gとし、主停週T'は 8~まで) 1>申し込み 11月24
FI柵-12月17日幽に移加料、チーム名、代J<者辿絡先を

添えてl本yf叫へ

bとき 平底12'1'1 )] 13日-3 Jl 9日の木曜日10匝l、

午後 61.f45~}- 8 ・~45分 {詳しい日胞は 1 Jll3日に説明

します) 1>ところ骨平スキ場日の出ゲレノデ (現

地拙合) 1>対. rli内在住か自動の一般9)女 1>定員

ナイタースキー教室
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H A L T H 

圃ポリオ予防接種目程表

E 

保健ガイド
健康推進課(蹴倒的 E 

-精神保健講演会へどうぞ
bとき 12月 l日刷午佳 l時30分-4時 bところ

ふれあい稿初lセンター(旧上回郵恒局) 1>テーマ

精神障害者が地域で安心して暮らせるために(講師

長野大芋教授 ・相津興ー さん} 1>入場料 無料

.ポリオ予防接種(集団接種)[後期]

① |詑1削月 1日~平成1削月四日生まれのお子

申 |摂1FP官民品官まれで未開のお子さん

b投与方法 6週間以上回間隔をおいて 2回飲みま

す(今回はそ白 2回目です}o 1>受付時間 午控

l時30分-2時1的ナ 1>持ち物 母子健康手帳、予診

票(赤ちゃん手帳の中に入っていますので体損以外は

記入してお持ちください)0 1>注意事項 ①体祖は

会場で測定し予診票に記入してくださ L、。 ②治療中

または経過をみている病気がある場合には主治医に前

もって相談し、診断書または意見替をもらってくださ

い(当日接積医が参考にして接種の可否を決めますの

で接種できない場合もあります)。 ③生ワクチン

(風しん、おたふ くかぜ等)接種桂は 4週間以上、不

活化ワクチン (三種混合等)接額控は l週間以上経過

してから受けてください。 <l駐車場が狭いので対畠

地区以外での接磁はご遠慮くださ L、。 1>テレホンガ

イドうえだ関連情報 回@ 8888コードNn500

G U D E 

会 場 2回目 対 象 地 E 

西部公民館 11月υ3d0a 函古車 場尻

}II西社会福祉センタ }I田・泉田

神川地区公民館 12月嗣1日 神川

域南公民館 続下

上野が丘公民館
12月凶78 

神科 ・豊駁

塩田母子髄康センター 中所塩国 ・東海図 ・酉沼田
別

中央公民館 12月圃10日 東部中央南部 ー北部

川辺町会館 }Ihll 

圃二種混合(ジ詰F)予防接種(集団接種)

この予防控種は百日せきにかかったお子さんを対輩

にしていますので、既に三種混合予防接砲を受けてい

るかたは受ける必裂はありませんロ

・対象者

1111l 平成11年3月31日以前の生子まれで 橿だ理合を畳けかる前宋

初回 泊に百)日せきにかかったあ さん(た し7歳6 月

1期 二種連合の来1期溺初)回を 2回復奮したお子さん(ただし
追加 7歳 B力、月

4-6退問繍で2回復種

1 1朝初回接種後12~18か月の聞に 1 回復謹

諒1期初回を1園しか篠福していないお子さんlま今年2包緩衝して〈ださい.

・ニ種混古予防接種目程表

1 会場 回目 2回目 | 対象地区

中央公民館 111月17日嗣 112月四日開 |上毘全地区

b持ち物 母子健康手帳(予診察は会場に用意して

あります} 1>その他 畳付時間、注意事項について

はポリオ予防接種と同様です。 1>テレホンガイドう

えだ関連情報 回⑮88 8 8コードNn508

-・・・・・ーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーーー ・....... .... ... .... .... ... .... .... ...司...ーーーーーーーーーー ーーー・ーーーーー......... .... 

-保健セン聖一(市復所商時書2階)

a
E
A

刑・
紘
放

置診康健児幼乳の月a，‘ 

1>畳付時間 ①乳幼児健康器査(4か月児・10か月児・

l歳6か月児・ 3歳児) 午桂 l時-2時②2棋児教室

午佳 i時-1時15分 [①、②とも午後零時日日分以前の畳

け付けはできません0] 1>持ち物 ①乳幼児健血踏査

母子健康手帳、他鹿詰査頭、パスタオル、おむつ、赤ちゃ

ん手帳、街プラゾ(1柑6か月児)0 4か月・10か月・!

揖6か月児は赤ち。ん手帳の'1'にある健1Ji睦査票に記入

してお持ちくださ L 、。 3 揖児は、他臨診査~!と回聴覚検

査のアノケー卜をお送りしますので、ご記入のうえ、お

持ちくださ L、。 また、尿検査の審器もお持ち くださL、。

② 2歳児教室 町子健康手帳、おたずね1lI紙、歯プラ

ン、コップ、おやつfV実世)、おやつ用はしスプーン・

フォークなどとお.mt

健康E董 実施日 生年月日

4力、月
12月14日 11.7.16-7 .31 

12月24日 11.8.1-8.15 

10か月
12月 2日 11.1.16-1.31 

12月20日 11.2.1-2.15 

1歳 6か月
12月 8日 10.5.16-5.31 

12月22日 10.6.1-6.15 

3歳
12月 9日 8.11.1-11.15 

12月15日 8.11.16-11.30 

12月 7日 99.1-9.15 

12月21日 9.9.16-9.30 

-塩田母子健康センター(泡園・11園地区のかたのみ)

12月3日

12月17日
12月10日

11.7 .16-8.15 
11.1.16-2.15 
8.10.1-11.30 
9， g. 1 ~ 1 0 .3 1 

..ー ーーーーーーーー・ーーーーーーーーーーー...... ....・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ーー ーーーーーーー ー.......... ... .... .... ... ... ........ ...... ーーーーーーーーーーーーーー
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全国からまちづくりに関心のある皆さんが参加

21世紀を考える全国青少年シンポジウム

信州上回大会
i'I年やIF.民が自らのまちのことを考え、地岐に対して白かかわり1iを考える慣会とする

ため、 10J'J30 11と31日、lJ州J化学総練学部を主会場に r21¥世紀をJEえる全l司刊少年シンポ

ジウム仰州上川大会」を開1闘しました。

これは、 M本IfInl1W年金識が恨'I'¥JH'、ている全国大会を上11111，制施行80周年を配企して

上 IInliでl刑備したもので、 10 \司から約170人が書I~l しました。

パネルディスカッションでは、民軒大学教授 ・ 長 ~li'\'ーさんをコーディネーターに、 3

人のパネラーが riJ州発 ・21世紀白コミュニティづ〈り 子どもをとりまく環境と協働学

習ー」と姐して討論。道化師でンアター道芸主宰四塚似成ヨーさんは、阪神大接見時四ボラ

ンティア活動を通して、ヒューマンボイス代表岩下冊子さんは繍劇鎮での活動から、に勺

ぽんこどものじゃんぐる i~.&桶氷-;l!さんは国際ポランティア活動を過して、それぞれが

自らの体験を基に意且を¥11し什いました固

¥0白テーマごとに分かれての分科会では活尭な話し合い、活動が行われ、2R ¥，¥の発占

会では、 f劇やパフォーマンスを支えてそれぞれの成鼎が発車され、充実した分科岳町悌

子がうかがえました。

「量化的おもしろ生活のすすめJの分科会 『遊びと祭り」の分科会の尭聾
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活
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問
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現
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有
時
日
動
匝
完
僚
を
畳
け
入
れ

な
い

t
峰
づ
〈
り
に
野
め
る
と
と
も
に
、
地
駿

一
体
と
な
勺
て
町
市
内
日
動
販
売
舗
を
憶
か
せ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

nw自
動
販
必
僚
は
、
い

勺
た
ん
設
置
さ
れ

て
し
ま
う
と
撤
去
そ
す
る
た
め
に
は
、
相
当
な

時
間
、

労
A
、
お
金
が
か
か
り
ま
す
.

投
悦
撲
唱
は
、
活
断
沿
い
の
型
地
や
お
年
寄

り
の
車
踏
を
狐
っ
て
き
ま
す
.
「
土
地
を
提
供

し
な
い
。
」
「
設
置
さ
せ
屯
い
・」

よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

(

対

応

法

)

①
契
約
白
際
は
、
伺
を
販
売
す
る
の
か
は
っ

き
り
値
認
し
、
契
約
書
に
は

「
ジ
ュ
ー
ス

の
自
動
販
売
横
」
な
ど
、
匝
売
商
品
を
具

体
的
に
記
入
し
ま
し
ょ
う
e

②
設
惟
時
に
は
、
必
ず
本
人
が
立
ち
会
い

ま
し
?
っ
.

③
契
約
に
来
た
人
の
屯
訴
需
け
を
聞
き
、

名
刺
を
も
ら

ヮ
て
お
き
ま
し
ょ
う
.

3

商
唐
主
の
皆
さ
ん
へ

引
山
川
口
動
販
必
僚
が
蘭
応
な
ど
の
前
舗
わ
き

に
投
世
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
.
再H
A
Y
年
健

全
円
成
の
観
山
か
ら
、
安
易
に
設
置
し
な
い
よ

う
ご
協
h
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間
中
、
行
少
年
健
全
育
成
協
力
応
の
指
定

を
行
い
ま
す
。
ご
協
h
H
を
お
願
い
し
ま
す
.

。
。
。
。
。
。
。
。
。

青
少
年
の
皆
さ
ん

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

学
校
に
附
す
る
こ
と
、
瓦
だ
ち

・
川
崎
性
の
こ

と
、
身
体
や
制
の
こ
と
、
家
庭
の
こ
と
、
進
路

の
こ
と
な
ど
、

m
H
少
年
白
皆
さ
ん
の
悩
み
に
こ

た
え
る

「上
旧
市
宵
少
年
相
談
専
用
電
話
」
が

あ
る
白
を
ご
存
知
で
す
か
。

担
当
白
先
生
が
た
が
皆
さ
ん
の
悩
み
を
お
聞

き
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
鶴
宮
厳
守
で
す
。

電
話
の
ほ
か
、
回
接
行
つ
て
の
相
談
も
で
き

ま
す
。

一
人
で
梢
ん
で
い
る
よ
り
、
人
に
話
し
て
み

る
だ
け
で
、
円
以
が
附
れ
た
り
し
ま
す
よ
ね
.
気

般
に
、
お
沼
稲
く
だ
さ
い
。

ご
車
肢
の
か
た
の
相
談
も
点
散
迎
で
す
.

電
信

2
2
8
0
8
0

住
所
上
回
市
常
盤
械

6
1
3
l
m

上
田
市
教
育
相
餓
所
内

そ
の
他、

干
犯
の
と
お
り
川
町
の
相
談
施
設
ら

あ
り
ま
す
。
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

••••• 県書ふれあい掴殴重
{県寄生活安全企画思)

用車民'、 B徳商11.
~隼鼻持、いじめ怠ど

に闘すること
宮口26.233.811ロ
綱陵情閏月~金
gロロ-17，00

11.11.16 (12] 

••••• ヤングテレホンコーナー
属性との宜・聞・ゃ

:1[週園保~ど~.寧から
の錨みごと

宮口28.232.487口
<111園調伝111>

O02S-241-0783 
{昼野申失掴康.>

fl02S3・26.0763
(総司~..・}

相続時間月~・
8・ロロ-17，00

••••• 徹宵帽齢

<M総合.宵センター}
予どもの割配慮への適応
や不宣綾など敏宵止の

圃・
"0263.63.8611 
循筒嶋田月~盆
gロロ-17ロロ

夜間相.崎聞月-*
16，00-22，00 

••••• 結膏帽.

{・2宵A!冊)
子どもの学修生活や
学園のことなど

O02B・232.7830
<a野}

D02B3-47-7B3口
(絵本)

O02S8-27-783ロ
(上園)

曾ロ266-72-4847
(伊匁)

相.時間月~金
8・ロロ-17，00

Q:んでもハロー青少量事
<MIT.~'事司1..>
膏少量撃の健全育成に

-ーすること怠ど
宮口26.236.71口口
繍節111.11-* 
8，3口-17，00
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窓家庭
穣の
との固

恩。 作文」

ん

わ
た
し
の
車
は
石
ゃ
を
や
っ
て
い
ま
す
。
お

父
さ
ん
の
お
じ
い
ち
A
V

ん
か
ら
や
ヲ
て
い
る
申

で
、
お
父
さ
ん
で
三
だ
い
目
で
す
。
お
広
は
お

じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
と
、
お
父
さ
ん
と
、

じ
ゅ
う
吉
ょ
う
い
ん
が
二
人
い
ま
す
.
お
見
ち
φ

ん
が
向
校
生
に
な

今
た
の
で
、
こ
の
宜
伸
み
に

お
山
の

H
WPを
下
つ
だ
い
ま
し
た
.
わ
た
し
も
、

い
っ

L
a
に
H
引
に
つ
い
て
行
き
ま
し
た
.
お

父
さ
ん
も
お
母
さ
ん
も
、
い
つ
も
仕
事
で
い
そ

が
し
い
の
で
、
ど
ん
屯
こ
と
を
や
勺
て
い
る
の

か
な
あ
と
思

っ
て
つ
い
て
行
き
ま
し
た
。
わ
た

し
は
小
さ
い
時
か
ら
い
つ
も
、
お
母
さ
ん
と
仕

事
場
に
来
る
と
布
を
切
る
き
か
い
や
石
を
み
が

く
き
か
い
の
官
が
と
て
も
大
き
い
の
で
大
キ
ラ

イ
で
し
た
。
で
も
今
は
、
世
し
へ
い
気
に
な
れ

た
白
で
い
つ
も
つ
い
て
行
き
ま
す
。
お
父
さ
ん

は
、
お
応
が
休
み
で
も
、

H
W引
に
は
行
ヲ
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
太
へ
ん
だ
と
い
つ
も
思
勺
て

い
ま
す
。
た
ま
に
お
休
み
の
で
き
る
日
は
、
つ

り
に
行
っ
て
い
ま
す
.
お
父
さ
ん
は
亙
に
な
る

と
、
ま
勺
胤
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
は
ぜ
か
と

い
う
と
い
つ
も
、
外
で
仕
事
を
し
て
い
る
か
ら

で
す
。
こ
の
あ
い
だ
、
品
川
本
田
躍
し
ょ
う
品
と

い
う
お
与
に
行
き
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
と
お
兄

ち
A
V

ん
と
、
わ
た
し
と
お
母
さ
ん
で
行
き
ま
し

た
。
と
て
も
、
あ
つ
く
て
虫
も
た
く
さ
ん
い
ま

し
た
。
ト
ラ

ヲ
ク
か
ら
、
き
か
い
や
、
に
物
を

お
ろ
し
た
だ
け
で
、
あ
せ
だ
ら
け
で
し
た
。
山

の
上
白
げ
ん
場
へ
行
く
辺
が
き
ゅ
う
で
、

rnが

ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
て
と
て
も
大
へ
ん
で
し
た
。

お
父
さ
ん
は
お
兄
ち
ゃ
ん
が
手
つ
だ
っ
て
い
る

の
で
い
ろ
い
ろ
教
え
て
い
ま
し
た
。
で
負
ち
ょ
っ

と
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。
わ
た
し
は
お
母
さ
ん

と
い
っ
し
ょ
に
制
か
い
こ
と
を
手
つ
だ
い
ま
し

た
.
お
時
さ
ん
も
ち
ょ

ヲ
と
う
れ
し
そ
う
で
し

た
。
で
も
、
お
母
さ
ん
は
、

「
あ
せ
で
け
し
よ
う
が
と
れ
る
1
.
ゃ
だ

1
0」

と
へ
ん
伝
こ
と
を
い
っ
て
い
ま
し
た
。
お
母
さ

ん
は
ふ
だ
ん
は
市
む
所
に
い
る
け
ど
、
夏
の
い

そ
が
し
い
時
は
げ
ん
場
に
下
つ
だ
い
に
行

っ
て

い
ま
す
。
者
て
い
る
物
で
げ
ん
掛
か
引
む
所
か

が
、
わ
か
り
ま
す
。
さ
い
近
は
み
ん
な
が
げ
ん

場
で
す
。
げ
ん
塙
し
ご
と
が
お
わ
ヲ
て
か
ら
む

古
ち
ゃ
を
の
み
ま
し
た
。
そ
の
時
が

一
番
し
あ

わ
せ
で
し
た
。
そ
由
時
お
母
さ
ん
が
、

「
こ
う
や
っ
て
あ
せ
み
ず
た
ら
し
て
は
た
ら
い

て
、
お
か
ね
を
か
せ
い
で
い
る
ん
だ
よ
。」

と
い
い
ま
し
た
。
す
ご
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
が
お
に
い
ち
。
ん
に
、

「あ
せ
を
旅
し
て
、
悼
を
他
勺
て
、
は
た
ら
〈

こ
と
を
お
暗
え
は
さ
い
。」

と
い
勺
て
い
ま
し
た
。
わ
た
し
ら
お
ほ
え
た
い

で
す
。
大
へ
ん
そ
う
で
し
た
。
わ
た
し
も
円
分

で
、
で
き
る
こ
と
は
ち
ゃ
ん
と
や
り
た
い
と
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

上則市では、車肱制互の霊怖と思いやりの心に満ちた、 毎
り]るい車艦づくりを推進するため、毎月第 3日附日を 「家庭

の日」と決め、その普且 ・定，nに努めています。
『 月

今年も、こ白-Ji;lとして 「家雌白 I'IJの作文をdil刷、q:1宇 家第
校から募集し、人選作品を決定しました。 庭 3

の日

佳{作品乍 お雪ん「 家讐「 平2「日 い「tよ家警チ『家警『 雲作品 a 曜
の は日

の 』々雪時に ヤの恩 作

家庭の
」こと 」ジンレ 出」い 文「

入家居」目

塩年田中3第四年中3第二中年3塩中年回2第五中年2第年中2塩年回申1塩年目中1第ニ年中1川辺小年6川辺小年6械下小年6北小年5西小草5東塩小4田 清明小年3 塩年田中3第五年中2第五年中1川辺小年6| 川西小年4清明小年3 番目
作
A 

EE 伸也z5弥事 益i希子zzi力リ害罪i;i出霊長太郎自緒子 称(敬略 秋野みもと 六川井出 原宮水清 近麓

i差期 明奈 俊祐 穂自由梨世 恭介隆美奈綾那李住 豊喜ま澄雲
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蘇
れ

!
8代
の
夢
と
O

マン

親
子
で
見
て
、
触
れ
て
、
作
っ
て
遊
ぶ

し
む

信
担
園
分
寺
跡
出
土
の
軒
丸

E
を
モ
デ
ル
に
五
を
作
り
ま
す

実
施
し
て
い
ま
す

〆~ 

詰f

F 

~.， 

ドングリなどを使った古代食を作り

Iit童しました

黒曜石を道具にして骨を向lリ、
骨角器を作ります

小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
卑
に
、
信
浪

国
分
寺
資
料
館
と
市
立
博
物
館
で
は
、
文
部
省

白
委
嘱
卒
業
と
し
て

「親
し
む
博
物
館
事
業
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
テ

マ

は

「蘇
れ
!

古
代
目
夢
と
ロ
マ
ン
l
見
て
触
れ
て
作
っ
て
遊

ほ
う
博
物
館
」
。
7
月
か
ら

U
月
末
ま
で
の
学

校
が
休
み
に
な
る
第

2
、
第
4
土
曜
日
や
夏
休

み
を
利
用
し
て
、
小
中
学
生
が
親
子
で
歴
史
、

技
荷
、
伝
統
文
化
な
ど
を
体
験
的
に
楽
し
く
学

べ
る
よ
う
に
と
実
施
し
て
い
ま
す
。
毎
回

m
i

m人
の
親
子
が
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

第
I
部
の
信
浪
閏
分
寺
資
料
館
を
中
心
と
し

た
学
習
で
は
、
鼎
酬
明
石
の
矢
じ
り
作
り
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
廿
角
器
作
り
、
制
文
土
器
作
り
、

f

T

t

h

 

土
偶
作
り
、
銅
錦
作
り
、
埴
輪
作
り
、
五
作
り
、

古
代
宜
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
旧
石

器
時
代
申
資
料
が
あ
る

「野
尻
湖
ナ
ウ
マ
ン
華

博
物
館
」
や
銅
鍔
の
実
物
が
あ
る

「
平
山
遺
跡

考
古
博
物
館
」
、
地
輸
が
多
数
展
示
さ
れ
て
い

る

「森
将
軍
塚
古
噴
館
」
な
ど
の
見
学
も
行
い

ま

AR'ν
や
九
。

第
2
部
の
市
立
博
物
館
を
中
心
と
し
た
学
習

で
は
、
上
聞
城
を
題
材
に
、
城
の
司
り
に
つ
い

て
考
え
る
た
め
、
石
田
一、
土
盤
、
細
を
巡
り
、

今
月
末
に
は
、
石
の
運
び
だ
し
に
使
わ
れ
た
木

ι
・
"

の
ソ
リ
で
あ
る

「惇
雌
」
を
使
っ
て
当
時
四
人
々

の
作
業
を
体
験
し
て
み
る
こ
と
も
計
画
し
て
い

ま
す
。

こ
の
皆
さ
ん
の
学
習
の
成
果
に
つ
い
て
は
、

作
品
、
写
其
、
資
料
な
ど
を
来
年

3
月
に
信
漉

国
分
寺
資
料
館
で
展
示
す
る
予
定
で
す
。

11.11.16 [14] 

※

「修
繰
」
を
使
っ
て
白
石
田
辺
び
だ
し
自
体

験
学
習
を

U
月
幻
自
由
に
実
施
し
ま
す
。
事
加

無
料
で
す
。
希
望
者
は
、

W
V
前
に
信
越
国
分
寺

資
料
館
(固
⑫

8
7
0
6
)ま
で
。

教
室
開
放
事
業

園
町
同
、
冨
田
市
圏
E
出
回
白
川
昭

-
e
E
E
'
唱
』

'
'
h
u崎
町

E
E

・4
M
.

“
幅
四
回
司
E
J
q『
4
s

，、4

ニ
園
、
，

a容
量
a

m月
白
第
2
週
か
ら
第

3
週
に
か
け
て
、
第

一
ー
中
学
校
、
塩

田
西
小
学
校
で
、

「パ

ソ
コ
ン
教
室
」
が
附
俄
さ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
、
初
め
て
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
る
市
民
白
皆
さ
ん
を

対
量
と
し
た

4
回
の
コ
ス
で
、
第

3
回
、
第
4
聞
の
講
座
で

は
「同
組
合
通
知
」
や
「年
賀
状
」
の
作
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

思
う
よ
う
に
パ
ソ
コ
ン
が
操
作
で
さ
ず
に
、
最
初
は
鴎
っ
た

顔
を
し
て
い
た
か
た
も
、
講
師
の
て
い
ね
い
な
指
導
で
、

パ
ソ

コ
ン
白
耐
白
さ
、
悲
し
さ
を
満
喫
さ
れ
た
よ
つ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
教
育
委
口
会
で
は
、

一
人
で
も
多
く
の
市
民
白

皆
さ
ん
に
、

「
学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
」
、
「
学
び
か
ら
始
ま
る
些

か
な
触
れ
合
い
」
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
教
室
開
故

事
業
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

.. 



よ田市制施行田周年を記念しての公募震に、全国から7切点余りの力作が

寄せられました.その中の入賞9点、入選169点の傑作を展示します.審査

委員長の源木慎一氏 (美術評蛤家}は 『園内トップレベルの作品が集まり、

優高の展覧会になるJ1::高水準の作品群を前に、太政判を押されました.

単に版画にとどまらず現代美術の鑑賞として、楽しみ1J:展覧会となること

でしょう。事くの皆さんのご来場をお待ちしています.

上回創造館文化ホール
11月25日欄-12月7日快)
午前 9時~午後 4時 (25日のみ午前10時-)

場

時

1>観覧科 大人250~1 (山本l叫記念館と共通)・高位生以下情料

1>問い合わせ 山本鼎記念館内山本1叫版画J:.世風邪tm(l1li恩⑫ 26 9 3) 

の
路
間
に
つ
い
て

よ
川
市
文
化
財
保
革
審
議
会
に

軸開
閉
す
る
娘
捕
物
件
に
つ
い
て
、

協
議
し
ま
し
た
.

ニ
行
政
政
革
に
つ
い
て

行
政
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る

な
か
で
、
教
育
寮
n
H
会
と
し
て
ど

う
取
り
組
ん
で
い
く
か
を
協
し

ま
し
た
。

-
叩
月
定
例
会

ω月
B
日
働
側
備
し
た
同
月
定
例

会
の
主
な
内
容
は
、
放
の
と
お
り
で

す
。奮

糧
事
項

一
上
田
市
指
定
文
化
財
候
補
物
件

会

日

『上田市誌』
編さんだより⑬

上回の川と湖
ー研史成果の紹介

市箆編さん室

(眠⑮97 4 1) 

日
然
編

『
上

mの
川
や
湖
」
に
た

ず
さ
わ
ヲ
た

M
名
目
執
軍
餐
日
た
ち

は
、
平
成
7
年
か
ら
平
成
凶
年
に
か

け
て
、
上
旧
市
近
郊
を
流
れ
る
河
川

や
地
、
湖
な
ど
の
日
然
環
境
の
悌

F

に
つ
い
て
調
べ
て
き
ま
し
た
。

研
究
の
伎
を
、

川
や
地

・
糊
な
ど

の

「汚
濁
の
現
状
把
掛
」
と
い
う
而

に
仰.占
を
お
き
、
水
質
分
析
を
土
台

に
し
て
、
水
中
で
生
活
す
る
動
物
や

植
物
自
分
題
、
分
布
、
生
態
な
ど
に

つ
い
て
調
査
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

ま
で
報
告
や
発
占
、
出
版
な
ど
が
な

さ
れ
て
い
な
い
新
し
い
成
品
目
中
か

ら
そ
の
要
点
在
ご
紹
介
し
て
み
た
い

と
也
い
ま
す
。

O
干
曲
川
の
水
温
が
0
・
6
度
上
昇

昭
和
拍
年

1
平
成
問
年
の
初
年
間

に
千
曲
川
の
水
描
が
0
・
6
度
も
よ

列
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

地
崎
町
温
暖
化
に
関
わ
る
現
融
か
も

し
れ
ま
せ
ん
.

O
矢
出
沢
川
下
流
が
大
喜
宅
浄
化

昭
和
柑
年
に
は
、
汚
れ
た
水
に
生

活
す
る
ヒ
ル
や
イ
ト
ミ
ミ
ズ
、
サ
サ

ノ
ハ
ケ
イ
ゾ
ウ
な
ど
が
た
く
さ
ん
見

ら
れ
、
生
物
化
学
的
酸
需
要
求
量

(B
O
D
V
は
日

l
酬
も
あ
り
ま

し
た

{上
流
四
銭
沢
川
は
お

・
6
則
自
.

し
か
し
、
平
成
同
年
に
は

3
・
0
剛

前
憧
と
な

勺
て
い
て
、
き
れ
い
江
川

に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
そ
の
要
因
は
、
何
と
い

勺

て
も
下
水
道
戦
備
に
帰
す
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
.

O
浦
野
川
下
流
の
汚
濁
が
続
く

附
利
回
年
か
ら
平
成
叩
年
に
か
け

て
、
汚
濁
の
指
針
と
な
る

B
O
D
の

植
が

2
・
0
43
3
・
0
酬
を
示
し
、

汚
れ
た
水
に
生
活
す
る
動
植
物
の
量

的
重
化
も
見
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
桟
企
な
が
ら
汚
濁
し
た
状
態
が

お
よ
そ
却
年
以
上
も
続
い
て
き
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

O
黄
金
沢
で
よ
回
初
の

セ
ッ
ケ
イ
カ
ワ
ゲ
ラ
発
見

強
徴
性
白
水
が
旅
れ
る
黄
金
沢
川

か
ら
、
ヤ
マ
ト
ク
ロ
ス
ジ
ヘ
ピ
ト
ン

ボ
や
上
聞
で
は
じ
め
て
の
セ
ッ
ケ
イ

カ
ワ
ゲ
ラ
の

ご
檀
が
宛
且
さ
れ
ま
し

た
が
、
水
生
昆
虫
の
倒
峨
で
は
、
ト
A

き
な
成
品
だ
と
身
え
ら
れ
ま
す
。

O
須
川
湖
告
企
あ
池
h
r
b

ア
カ
ム
シ
ユ
ス
リ
カ
が
大
発
生

塩
田
由
た
め
池
や
須
川
湖
で
も
、

霞
ヶ
浦
や
諏
訪
湖
な
ど
で
大
尭
生
し

て
い
る
オ
オ

ユ
ス
リ
カ
や
ア
カ
ム
ン

ユ
ス
リ
カ
が
非
秋
に
多
数
発
生
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
.
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O
西
村
橋
付
近
に

ホ
ソ
パ
ミ
ヌ
ヒ
キ
モ
の
群
落

庫
川
の
商
村
橋

(帥
畑
〉
を
中
心

に
し
て
、
お
よ
そ

l
M
に
わ
た
り
主

し
〈
水
に
た
な
び
く
ホ
ソ
パ
ミ
ズ
ヒ

キ
そ
の
昨
生
が
け凡
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
広
〈
大
会
〈
成
島
し
た
昨

務
は
珍
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
@

O
平
井
寺
池
に
タ
イ
コ
ウ
チ
の
群
生t1:J?1'間四

f
f
 

d
T
片
与
柚
で
は
、
最
近
ほ
と
ん
ど

且
ら
れ
な
く
な
っ

た
タ
イ
コ
ウ
チ
が

た
く
さ
ん
探
集
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
高
原
大
池
で
も
、
ク
ロ
イ

ト
ト
ン
ボ
な
ど

5
植
矧
も
の
ト
ン
ボ

の
幼
虫
が
見

り
れ
ま
し
た
。
こ
の

2

つ
の
池
は
、
陀
ホ
学
の
而
か
ら
見
て

も
共
に
自
重
で
す
白
で
火
切
に
保
存

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

77.77.76 
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究単
語究

宮
崎

盛
霊
選

草

地

古

滞

昭

夫

噌

4

3

組
れ
刺
せ
つ
づ
れ
さ
せ

τふ
ち
ち
ろ
鳴

く
急
か
さ
る
吾
の
一

a革
れ
ゆ
く

長

ぬ

井

滞

白

木

水

水
草
の
歴
史
を
告
う
し
ま
な
み
に
続
〈

事
情
海
暁
に
映
ゆ

下

車

柳

町

も

と

子

是
さ
事
の
絶
え
ぬ
比
球
に
今
宵
且
る
月

ま
ん
ま
る
く
ム
の
よ
に
照
る

口
門
凶

U

中

級

山

寺

勝

世

住
む
人
も
首
山
人
も
坦
乏
し
皮
わ
び
し

羊
の
し
げ
み
に
す
だ
く
み
虫
の
骨

手

塚

圃

口

も

と

子

長
く
高
む
え
の

小
さ
き
背
を
流
し
若
〈

け
な
げ
な
珪

5
a
を
思
う

分

国

佐

藤

道

彦

e白
骨

L
e
“

縛
時
雨
止
み
て
品
貯
ま
る

7
陰
に
喧
く
聞

こ
ゆ
る
盆
踊
う
の
敬

下

郷

上

回

読

雄

都
合
の
角
に
庄
れ
る
珪

L
る
べ
守
る
が

炉
く
吐
〈
赤
マ
ン
マ川

辺

町

内

m
凪
雄

e
‘

‘

L
，
卵

白
向

亡
さ
戦
阜
の
み
塊
鎮
ま
る
石
油
叶
の
声
な

さ
戸
を
聞
く
ぞ
卑
し
き

材

木

町

大

詩

文

子

C
1
・

&

も

aE'

珂
故
の
誰
か
し
ら
ね
a
A
の
孟
輔
じ
よ
う

行
幽
-圃
土
回
市
A

〒
3
8
6
1
8
8
0
3
2
R野
県
よ
困
市
大
￥
1
3
H
l
附】

発
-
圃
上
回
市
徹
宵
愛
員
会
会
一
T
3
8
6
E
0
0
2
5
上
園
市
支
樽
2

4

M

V

と
胡
ヲ
は
胸
を
ゆ
さ
ぶ
る

小

牧

虫

駆

和

代

企
駈
-v

・

品
互
の
韮
す
手
引
〈
千
も
輔
に
ゆ
く
瓦

av
司

屈

を
惜
し
む
八
止
の
し
女
ら

学

梅

雨

諏

勧

縦

一

e

・，U
一.

杉
置
の
山
崎
あ
と
坦
る
こ
が
ね
の
波
石
積

a-
h"
。

み
の
苔
に
本
城
崎
繰
ら
ぐ

上

常

川

市

川

口

韓

，
 

a
丹
い
の
自
の
写
真
と
な
さ
む
コ
ス
モ
ス

の
中
に
提
顔
の
卒
井
の
わ
れ
は

小
泉
町
内
川
ナ
ミ
、
ョ

成
河
湾
大
船
小
品
占
灯
し
写
し
出
さ
れ

L
瓜
の
夜
の
海

伊

勢

山

輔

下

盟

宮
舎
に
止
を
争
ひ
蚊
帳
に
入
。
桂
の
ご

と
喝
へ

L
桑
原
く
わ
ば
ら

仁

古

四

竹

内

正

男

、

.
e

行
〈
雁
の
基
且
ざ
り
し
去
年
の
壮
今
年

も
且
え
ず
執
は
通

S
ゆ
〈

国

分

工

藤

じ
ゅ
ん

-
b
a勾

S

，、制金‘

培
縛
の
喝
さ
つ
ぐ
タ
ベ
紅
の
斜
陽
に
ぼ

ん
や
h
a
白人
を
志
い
お
う

八

木

肌

小

林

さ

よ

，T

台
執
の
淋
し
〈
繕
る
る
ム
且
に
川
井
静

干
の
遺
稿
集
を
止
る

還

者
跡

目
な
ら
べ
て
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
動
〈
丘

1

・
B
唱

え
り

L
U悼
の
跡
形
も
な
し

#~ 
伺

矢
島

渚
男
選

集
-・
闘
"
・
隈

a事
4
1
0
0
岡
睡
5

6

1
》

・
圃・
盛
広
務
思

蹴
球回曹
5
1
0
0
m晋
B
7
8
1
v

保

制

問

先
生
M
V

革
棋
を
拾
ふ
学
技
団

個

所

竹

内

み

さ

お

台
風
に
ま
路
を
急
ぐ
子
描
あ
り

千

山

町

神

原

附

一

単
虹
昔
駄
-S
出
会
待
つ
ラ

y

セ
ル
牟

口
門
凶
山

山
川
水
ゆ
き
子

住
古
が
丘
市
施

椅
刈
に
品
量
も
ま
じ
り
昆
虫
な
り

館

戸

羽

生

問

め

ぐ
主

旦
串
山
皐
引
く
子
帯
の
列
長

L

車

問

山

守

史

明
月
を
北
比
の
よ
に
車
入
h
y
け

q

聾

地

白

滞

附

夫

岩
鼻
は
瓜
の
追
ひ
嶋
崎
下
り
革

下

紺

庄

町

小

品

覧

鴫
埠
や
蛇
ロ
ひ
ね
れ
ば
声
よ
ん
で

輔

が

丘

北

制

和

人

之
ぴ
す
星
と
い

A

も
さ
び
れ
て
瓜
の
軌

柿

野

小

体

位

置

早
川
.
の
目
革
れ
に
a飛
ば
す
九
北
か
主

大

曲

蔚

維

俊

樹

噌
崎
の
歩
み
締
結
泊
帽
を
時
め
い
た
h
v

k
常

聞

大

事

総

桂

鳴
き
長
を
花
夕
顔
の
d
1
5
に
け
る

小

泉

木

村

γ
モ

量
染
め
て
老
い
も
輩

s
杖
峰

小

牧

片

岡

て

つ

退
院
執
っ
つ
が
含
く
通

F
-
怯
に
実

小

自

然

宮

崎

栄

吾

羊
そ
よ
く
急
縁
基
に
も
杭
彼
岸

典
子

遇
者

吟

尊
か
ら
埠
生
ま
れ
る
楽
し
き
ょ
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川
柳

山
崎

鮮
紅
選

矢

沢

宵

木

骨
筑
の
棒
一
え
に
駆
け
紘
け
る

岩

下

松

本

聾

え
員
で
ね
入
れ
晶
忠
徳
か
孫
の
世
品
作

k
川
似
柳
町
戸
出
量
子

岨
立
ち
を
月
に
聞
か
せ
る
一
人
古

山

口

約

地

好

子

高
む
主
の
文
宇
の
乱
れ
に
胸
痛
む

口
問
凶
凹

罪

九

糊

証

脱却ま
つ
江

す
希
の
級
生
5
S
1
豊
子
に
か
け
韓
に
か

す

保

野

市

水

ゆ

き

子

相
席
で
問
、
』
た
ぬ
瀕
で
聞
く
括

世

井

小

市

修

一

き
わ
や
か

ι語
る
圭
い
て
は
書
宝

長

山

総

井

柑

了

虹
つ
け
て
ポ
ー
ズ
に
在
れ
る
七
五
三

霊

宕

町

山

崎

九

日

目
鼎
と
同
屠
宇
を
骨
さ
老
い
且
む

上

眠

治

町

井

上

野

げ

世

故
件
曹
を
枯
め
止
む
削
引
が
テ
ス
ト
の
同

副酬
田
・
図
辺
印
刷
制

印
-

《上
廻
市
問
屋
町
2
3
7
1
5

岡
高
1
4
8
2
v
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